
 

複式３・４年 算数科学習指導案 
                               笠 利 町 立 宇 宿 小 学 校

３年 男子５名 女子８名 計１３名

４年 男子３名 女子１名 計 ４名

指 導 者   三 原 敏 幸

１ 題 材 ３年「わり算」 ４年「２けたでわるわり算」  

（３ 年） （４ 年） 

２ 題材について  

（1） 題材の価値 

これまでに，子どもたちは，物の集まりにつ

いて，分けたり，まとめて数えたりすることを

さまざまな場面で経験している。 

そこで，本題材では，同じ数ずつ分けるとい

う操作から導入して，「分ける」ことと「わり算」

の関連を図り，「わり算」の意味が分かるように

していく。まず，等分除の意味や式表示，求答

の方法をおさえてから，包含除について扱い，

２つの場合の関連を図り，２つの場合の式表示

と求答の方法を統合する。そして，１や０を用

いた場合を含めて，乗法九九１回適用の除法の

計算について意味を理解し，計算ができるよう

にすることをねらいとしている。 

なお，この学習で培われた除法の概念は，除

法の筆算形式，積・商の用語，（被除数）＝（除

数）×（商）＋余り，（１～３位数）÷（１位数）

の学習へと発展していく。 

これまでに，子どもたちは，除法については

３年で，除数が１位数のときの除法の意味を，

４年では筆算形式による計算の手順などを学習

してきている。被除数については，乗法九九で

商が求められる数から始まって，２位数～３位

数へと発展させてきた。また，余りのある場合

も学習してきている。 

そこで，本題材では，さらに，除法の意味の

理解を深め，除数が２位数の場合について，そ

の計算の仕方を考え，それらの計算が基本的な

計算を基にしてできていることを理解できるよ

うにすることをねらいとしている。商の見当を

修正しなければならない場合の手順をていねい

に取り扱うことは特に重要である。 

なお，この学習で培われた除法の考え方は，

小数のわり算，あまりの処理の学習へと発展し

ていく。 
（2） 題材の系統  
【第２学年】 

かけ算(1) かけ算(2) 
・乗法の意味  ・１～９の段の九九 
【第３学年】   ↓ 

かけ算 かけ算のひっ算 
・０の乗法・きまり  ・何十，何百×1位数
・乗法の筆算・暗算 

↓ 

わり算 
・除法の意味 
・九九 1回適用の除法（余りなし） 
・１や０の除法 

↓ 
あまりのあるわり算 

・九九 1回適用の除法（余りあり） 
【第４学年】   ↓ 
わり算  １けたでわるわり算 

・除法の筆算形式 
・積・商の用語 
・（被除数）＝（除数）×（商）＋余り 
・（１～３位数）÷（１位数） 
         ↓ 

２けたでわるわり算 
・除法が２位数の除法 
・除法や乗法のきまり  

  【第３学年】    

わり算 
・除法の意味 
・答えの見つけ方 

 ↓ 
あまりのあるわり算 

・余りのある除法 
【第４学年】   ↓ 

わり算 
・除法の筆算形式 
・（何十・何百）÷（１位数） 
・確かめ 
         ↓ 

１けたでわるわり算 
・商が２けたのわり算 
・（２，３位数）÷（１位数） 
・乗除法の演算決定 

↓ 

２けたでわるわり算 
・（２，３位数）÷（２位数） 
・乗法・除法のきまり 

【第５学年】   ↓ 
小数のわり算 

・小数のわり算 
・あまりの処理 



 

（3） 子どもの実態 
ア 調査日…１０月１４日（火） 
イ 調査対象児童…１２名 
ウ 問題と正答率 

ア 調査日…１０月１４日（火） 
イ 調査対象児童…４名 
ウ 問題と正答率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１位数×１位数の計算 
① ６×４ ８×７ １×３  ① 83% 
② ７×６ ８×８ ６×７ ② 92% 
③ ６×８ ８×４ ４×７ ③ 83% 
④ ８×４ ８×７ ３×８ ④100% 
⑤ ７×２ ８×８ ７×７ ⑤100% 
⑥ ８×６ ８×８ ９×６ ⑥ 92% 
⑦ ５×７ ８×７ ３×９ ⑥ 83% 
九九の表を見て，乗法の□にあてはまる数 
⑧ ３×□＝１５ ⑦100% 
⑨ ５×□＝３０ ⑧100% 
⑩ ７×□＝５６ ⑨100% 
⑪ □×２＝１６ ⑩ 92% 
⑫ □×８＝５６ ⑪100% 
⑬ □×９＝１８  ⑫100% 

 
暗算での除法
① ３５０÷７  ①100% 
② ６４÷２ ②100% 
２位数÷１位数で商が，２位数の除法 
③ ７８÷３（筆算） ③100% 
初めの位に商が立たない除法  
④ ２４９÷３（筆算） ④100% 
商が３位数で，十の位に０の立つ除法 
⑤ ７４３÷７（筆算） ⑤ 75% 
商が２位数で，一の位に０の立つ除法 
⑥ ７２５÷９（筆算） ⑥ 75% 
余りのない包含除の問題 
⑦ えんぴつが７２本あります。一
人に６本ずつ配ると，何人に分け
られるでしょう。 

⑦ 75% 

余りのある包含除の問題  
⑧ ８９ｍの長さのなわがありま
す。これから，７ｍの長さのなわ
が何本とれて，何本あまるでしょ
か。 

⑧ 75% 

余りのある包含除の問題  
⑨ つるを折るために折り紙を９１
４まいじゅんびしました。７はん
で同じ数ずつ分けようと思いま
す。１ぱん何まいで，何まいあま
るでしょうか。 

⑨ 75% 

エ 考察 
  ①～⑦から，各段の九九が定着しているかを
みることができる。つまずいている児童には，
覚え方が不十分であるので，唱え方を確認し，
１００ます計算に取り組ませる必要がある。 
  ⑧～⑬は九九の表の被乗数，乗数の位置を確
認できるようになっている。ほとんどの児童が
理解している。 

エ 考察 
①②から，直観的に九九を唱えて，答えを出
すことができるようになっている。③～⑥か
ら，わり算のひっ算の仕方の理解が不十分な児
童がいるので指導する必要がある。⑦～⑨から
包含除の問題を図や数直線で考えさせたり，簡
単な数にしたりして，除法で解決できることを
とらえさせたい。 

（4） 題材の指導に当たって 
ア 「分ける」ことと「同じ数ずつ分ける」こ
ととの違いに着目させるために導入では，等
分除から先に扱いたい。実際に，ブロック等
を操作したり，絵・図を使って表したりする
活動を通して，等分除の用いられる場面を理
解させ，除法の式を立てることができるよう
にさせたい。同様に，包含除においても，操
作したり，絵・図を使って表したりする活動
を十分にさせる。そうした活動の中で，包含
除が用いられる場面を理解させるだけではな
く，等分除と包含除の違いにも気づかせたい。
イ 除法の意味理解を深めるために，等分除・
包含際の問題を作り，友だち同士で解き合う
という活動も重視していきたい。なお,１や０
を用いた除法は，数値が単純なだけに，かえ
って混乱を招きやすい。具体的な場面を通し
て，その意味を理解させていきたい。 
ウ 求答の方法（商の見つけ方）については，
ブロックや図を用いた操作による求め方をま
ず理解させ，その次に，乗法九九を用いた方
法へと進む。繰り返し練習する機会を設け，
計算技能の習熟を図りたい。 

ア 除数が２位数になっても除法が成立する
ことは，（全体の個数)÷(人数)＝（１人分の
個数)という言葉の式を用いるだけでなく，
実際に具体物を２桁の数で分けるという操
作を行いながら理解させていきたい。 
イ 筆算形式を指導する段階においては，常に
具体的な操作や絵・図などと対応する形で指
導していきたい。仮商がいつでも正しいとは
限らず，被除数と部分積を比べて部分積が大
きすぎたときは，商を１小さくする修正が必
要となることも，絵や図と関連させながら指
導していきたい。 
ウ 仮商の立て方には，４つの方法があるが
「除数，被除数とも一の位を切り捨てる」方
法を取り入れていきたい。この方法は，概数
による作業が簡単で，十の位の数字だけ着目
すれば仮商を求めることができる。また，仮
商は正しい商と同じか，大きくなるかのどち
らかになるので，修正の場合は仮商を小さく
するだけで大きくする場面は発生しない。し
かし，問題によっては修正回数が非常に多く
なってしまうので，よりよい仮商の立て方を
追及する場面を取り入れていきたい。 



 

２ 題材の目標及び評価規準 

(1) 目 標  

除法の意味について理解し，それを用いる

ことができるようにする。 

 整数の除法についての理解を深め，その計算

が確実にできるようにし，それを適切に用いる

能力を伸ばす。 

(2) 評価規準 

・ 除法を用いるよさに気づき，日常生活で進

んで使おうとする。 

・ 既習の乗法を用いて，除法の答えを見つけ

る方法を考えることができる。 

・ 除法の場面を，ブロック等の操作や，絵・

図・式を使って表すことができる。また，除

法の問題を作ったり，乗法九九を用いて答え

を求めたりできる。 

・ 除法が用いられる場面や意味が分かる。ま

た，乗法九九を用いた除法の答えの求め方が

分かる。 

・ 除数の桁数が増えても，既習事項を活用し

たり新しいアイディアを使ったりして，自ら

問題を解決しようとする。 

・ 仮商の見つけ方や修正のしかたを，工夫し

たり，確かめたりすることができる。 

・ 除法の場面を式に表したり，除法の計算の

手順にしたがって処理をしたりすることがで

きる。 

・ 除数が２位数の場合でも除法の計算ができ

ることと，除法について成り立つ関係が分か

る。 

２ 指導計画 

（全９時間） （全１３時間） 

 主な学習活動 関 考 表 知  主な学習活動 関 考 表 知

●同じ数ずつ分ける操作を通し

て，１人分の数を求める。 

●等分除の場合の除法の式の表

し方を知る。 

   
 

○ 
 

●等分除と包含際の場合を取り

上げ,２位数でわる除法の意味

を理解する。 

○ 
 

 
 

  

●等分除の答えを乗法九九を用

いて求める。   
 

○ 
  

●84÷21 で，商の立て方を考え

る。 

●（２位数)÷（２位数)の筆算の

手順を考える。 

  

○ 
 

 

●等分除の問題を作る。 

 

○ 
 

   
 

●仮商が大きすぎた場合の修正

のしかたを考える。 

●除法についての関係を，（除

数)×(商)＋(余り）＝(被除数)

として理解し，確かめに用い

る。 

●仮商が大きすぎて,修正しても

まだ大きい場合の修正のしか

たを考える。 

●仮商の修正を含む筆算の手順

を考える。 

○ 
 

  
 

 

●既習内容の理解を深める。 

●等分除の場合の「わり算の本」

を作る。 

 
 

  

○ 
 

●（３位数)÷（２位数)＝（１位

数)の場合の筆算のしかたを理

解する。 

 

○ 
 

  
 

１ 
 

わ
り
算
⑦ 

●包含除が用いられる場面が分

かり，除法の式を立てる。 

   
 

○ 
 

２
け
た
で
わ
る
わ
り
算
（
１
）
⑤ 

●（３位数)÷（２位数)で,仮商

に 10 が立つ場合の筆算のしか

たを考える。 

●（３位数）÷（２位数）の筆算

手順をまとめる。 

  

○ 
 

 

 



 

●包含除の場合に，乗法九九を

使って，答えを求める。 

 ○ 
 

 

 
 

練
習
問
題
①

●既習事項の理解を深める。 

    
 

●包含除の場合の「わり算の本」

を作る。 

●等分除と包含除の違いを見分

ける。また，１つの式から２

種類の除法の問題を作る。 

 

 

○ 
 

 

●（３位数)÷（２位数)＝（２位

数)の筆算のしかたを考える。 
 

○ 
 

  

２ 

１
や
０
の
わ
り
算
① 

●除法で答えが１や０になる場

合や１でわる除法の意味を知

り，計算する。 

 

○ 
 

 

 

●（３位数)÷（２位数)＝（２位

数)の筆算のし かたを理解す

る。 

  
 

 

○ 
 

２ 

ま
と
め

 ●既習事項のまとめをする。 

  

○ 
  

２ 

２
け
た
で
わ
る
わ
り
算
（
２
）
③ ●商の－の位に０が立つ筆算の

しかたを理解する。 

 

○ 
 

 
 

 

●被除数と除数に同じ数をかけ

ても，同じ数でわっても，商は

変わらないことを理解する。 

 

○ 
 

  

３ 
わ
り
算
や
か
け
算
の
き
ま
り
②

●かけ算での被乗数と乗数と積

の関係,わり算での被除数と除

数と商の関係を理解する。 

○ 
 

   

ま
と
め

●既習事項のまとめをする。 

  

○ 

 

 

かさ 

 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
① 

●いろいろな除法の虫食い算の

解法を通して，除法の筆算につ

いての理解を深める。 

○ 
 

 
 

  

 
４ 本 時 

(1) 目 標  

包含除の答えを乗法九九を用いて求めること

ができる。 

（３位数）÷（２位数）＝（２位数）の筆算の

しかたを考える。 

  

(2) 評価の観点   

  既習の乗法を用いて，除法の答えを見つける

方法を考えることができる。（数学的な考え方）

仮商の見つけ方や修正のしかたを，工夫した

り，確かめたりすることができる。（数学的な考

え方） 

  

(3) 指導に当たって 

・ 等分除と包含除の分け方を復習させるとと

もに，前時の包含除が用いられる場面と立式

の学習を生かしながら，解決の見通しを立て

させ，自力解決をさせる。 

・ 等分除数と包含除の分け方を図にかいたり，

かけ算の式に表したりして，答えの求め方を

考えさせる。 

・ 解決結果を発表し，相互交流を図る場面で，

ガイド学習を位置づける。 

 

・ 問題の場面設定をはっきりさせ，前時まで

の学習を生かしながら，解決の見通しを立て，

自力解決に取り組ませる。 

・ 数だけで考えさせるのではなく，具体物を

できるだけ取り入れながら考えさせる。 

・ 学習問題を焦点化させる場面と解決の見通

しを立てる場面に，ガイド学習を位置づける。

 



 

（4） 実際 

 

指導上の留意点 主な学習活動（第３学年） 過程 位置／時間 過程 主な学習活動（第４学年） 指導上の留意点

  ③ 
 

・ 前時の学習
内容との違い
を明確にして
課題に気付か
せる。 

１ 学習課題を知る。
 つみ木 15 こを，
１人に３こずつ分
けると，何人に分け
られるでしょうか。
(1) 立式する。 
(2) 既習内容との違
いを明確にする。
２ めあてを立てる。

つ
か
む 

③    

つ
か
む 

１ 学習課題を知る。 
 折り紙が322まい
あります。14 人で同
じ数ずつ分けると，
1 人分は何まいにな
るでしょうか。 
(1) 立式する。 
(2) 既習内容との違
いを明確にする。 
２ めあてを立てる。 

・ 前時の学習
に似た内容で
あるが，計算
の方法を考え
ることに気付
かせ，めあて
を立てる。 

   
③ 
   

  

 
・ ブロックを
使って答えを
予想させる。 
・ 前時の解決
方法を参考に
させる。 

３ 解決の見通しを
立てる。 
(1)  答えを予想す
る。 
 
 
(2) 方法の見通しを
もつ。 

見
通
す 

 ③ 

見
通
す 
３ 解決の見通しを
立てる。 
(1)  答えを予想す
る。 
 
 (2) 方法の見通し
をもつ。 

 
 
・ 商の立つ位
置を考えさせ
る。 
・ 10 まいの束
にして考えさ
せる。 
 

・ 人数を求め
るわり算につ
いて，操作の
過程を順序よ
く図に表せる
ようにしたワ
ークシートを
用意する。 
・ 時間を決め，
その時間内で
解決できるよ
うにさせる。 
・ 自力解決で
きない子ども
に個別指導す
る。 

４ 自力解決をする。
 

【人数を求めるわり算】 

 

調
べ
る 

⑩ 

調
べ
る 

４ 自力解決をする。 
 
・ 商は十の位から立
つ。 
・ 10 まいのたばが
32 こ 
32÷14＝２あまり４ 
・ あまりの４は，10
まいのたばが４こ 
・ のこりは 42 まい 
４２÷１４＝３ 

・ わかりやす
く説明できる
ように，小黒
板に解決結果
をまとめさせ
る。 
・ 時間を決め，
その時間内で
解決できるよ
うにさせる。
・ 自力解決で
きない子ども
に個別指導す
る。 
 

⑦ 

・ ガイド役の
指 示 に 従 っ
て，学習を進
める。 

５ 考え方を発表し，
話し合う。 
６ 学習のまとめを
する。 

練
り
上
げ
る 

⑥

練
り
上
げ
る 

５ 考え方を発表し，
話し合う。 
６ 学習のまとめを
する。 

・ 前時の解決
結果と比べさ
せる。 

・ 練習用プリ
ントを用意す
る。 
・ ペア学習を
させる。 

７ 練習問題をする。
練
習
す
る 

⑤ 

練
習
す
る 

７ 練習問題をする。 ・ 練習用プリ
ントを用意す
る。 
・ ペア学習を
させる。 

・ 評価の観点
を示す。 
・ 次時の学習
課題の内容を
知らせる。 

８ 本時の学習を振
り返り，次時の学習
内容を知る。 
(1) 振り返りカード
に記入する。 
(2) 次の学習内容を
知る。 

ま
と
め
る 

⑤ 

ま
と
め
る 

８ 本時の学習を振
り返り，次時の学習
内容を知る。 
(1) 振り返りカード
に記入する。 
(2) 次の学習内容を
知る。 

・ 評価の観点
を示す。 
・ 次時の学習
課題の内容を
知らせる。 

 人数をもとめる分け方について
考えよう。 

 十の位に商が立つわり算の計算の
しかたを考えよう。 

 人数をもとめるわけ方もかけ算九九
で答えを求めることができる。 

 わり算は，商のたつ位を決めてから，
たてる，かける，ひく，おろすのくり
かえしで計算する。 


